
高城台の 風に向かって
〜 わっしょい・ヨィヤー 〜

高城台校区 コミュニティ連絡協議会

協議会役員の集合写真や、地区の
イチオシ事業の写真
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題名 協議会設⽴のきっかけ

・地域の課題も多様化・複雑化して行く中で 先々10年後20年
後も 暮らしやすい 『高城台校区』であり続けたいとの願いで、

子どもから年配の方まで幅広い年代で集まり. 『高城台の未来
に付いて話し合う場』を 全3回開催しまちづくり計画を策定した。

【た】助け合い

【か】かかわりあい 希望あふれる元気なまち

【し】幸せいっぱい

【ろ】老若男女
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地区の概要
■人口構成（令和7年12月時点住民基本台帳データ）

人口
世帯数 合計65歳

以上
15〜64

歳
15歳
未満

7755148851621105人数
（人）3132 10019,266,614,2構成率
（％）

■地域の特徴・課題など

高城台校区は長崎の東の玄関
口である東長崎地区のエリアで7
つの自治会から構成される、国
道34号線を挟んだ山間部に位置
し、西九州新幹線・高速道路が通
る地域です。
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・協議会の活動範囲

高城台小学校区

・部会型の協議会

加入団体

(自治会・社協・PTA等)

・拠点は

東部地区公共施設

『にこにこセンター』

・事務局

にこにこセンター内に

事務所を借り、事務員
を雇用

組織図

協議会の紹介
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輪っしょい祭り 事業１
開催のきっかけ （背景）

全国的に少子化・高齢化、高齢者世帯の増加等社会状況

が大きく変わり、地域間の課題も多様化し複雑化してそんな中
で高城台校区も『絆』を深めて行く為の手段と位置付けました。

目的 （ねらい）

地域住民の交流促進を目的として、

地区内の小学生から高齢者までの

参加による 『輪っしょい祭り』 を開催した。
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輪っしょい祭り事業

概要

令和4年第1回輪っしょい祭りの開催

から 令和7年第4回まで実施しており、

地域に馴染み、2000人を超える大イべ

ントまでに成長して、地域の活性化に

貢献出来ていると感じています。
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通学路などの危険個所の確認 事業２

7つの自治会・地区住民が 見聞きした地区の危険
個所を書き込み、危険個所マップを作る
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放課後子ども教室 事業３
１）放課後子ども教室
・地域の財産（人・自然資源）を活かした体験型活動。

※ 小１年生から３年生まで （６回程度）
※ 昨年度から地域コミュニティ協議会主催で行っています。

※ボランティア住民ツリー作りの風景モミの木 

※在校生や卒業生の保護者が主体の活動 ※クリスマスリースを各自で作り持ち帰り
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秋のピザ焼き体験会 事業４

「うつつ川森の分校」での風景

○耐火煉瓦で組み立てた まき窯２基 こ 薪割り焚火は初め

ほとんどが初めての焚火と薪割り

○「絵本の読み聞かせ」も同時進行

活動の様子が分かる写真

活動の様子が分かる写真

9

ミニ門松作り 事業５

学校正門の門松作りは午前中、午後からは親子で体験する

門松作り、高城台小学校の開校以来２０年程続けられています
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11

高城台小学校校門門松
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協議会の活動を通して良くなったこと
・高城台校区コミニティ連絡協議会は32団体で構成されていま
す。

・良くなったこと

1・各団体の活動内容・年間計画等の把握が出来、コミュニ
ティー行事との調整作業が作業がスムーズに行えた。

2・コミュニティの部会に それぞれが所属し垣根を超えた

意見交換ができた。

3・それぞれの部会の思い・悩みの共有ができ活動の幅が
広がった。
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活動する上で苦労したこと ‥課題

【部会活動が進行していく中で】

単一部会の行事を進めて行く上で どうしても人的・時間的・広
域的に支障をきたし、計画した事業の進行が滞った時期があっ
たのが担当者の悩みだった。
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それを乗り越えるための ‥工夫

【単一型から 横断型への移行】

行事を単独の部会だけに委ねるのではなく、単一型体制から

横断型体制へと舵切りを進めた結果、複数の行事(年間計画を
立てた行事)を履行することが出来ました。

協議会運営において心掛けていること
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当協議会は、自治会・社協・各種団体との
連携が上手く取れており普段から各種団体と
の「情報の共有」に取り組んでいます。
『繋がることで街の可能性が広がる』

今はまだ企画段階だが、実施しようと
考えている事業や、運営方法
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地域コミュニティでの街づくりに付いて

【計画段階】
『新たな街づくり勉強会』
創設以来4年が経過し、当初の意気込みに変
化が出始めてきた。

今後は色んな角度から街づくりの原点を目指
したい。

今後の展望

住民が主体となり、互いに支え合い、多様性を
持った協働性を活かし、高齢化・災害対策等の
地域の課題・問題を解決し将来に亘り安心・安
全を担保出来る地域『高城台校区』にする為に
構築して行きたいと思います。
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連絡先

• 団体名 高城台校区コミニティ連絡協議会

• 住所 長崎市矢上町19番1号

• 電話番号 090-8464-3599(矢上みらい兼用)

• メールアドレス takasiro.com.@gmail.com

17


